
ファイヤーストップ軒ゼロ取扱説明書

ファイヤーストップ軒ゼロ４５/ファイヤーストップ軒ゼロ６０

施工前に本取扱説明書を必ずお読みください。

!
国土交通大臣認定品については、取付下地材の寸法、使用する緊結材等に規定があります。

正しい組み合わせでご使用ください。

■用途 ・軒ゼロ住宅に取付ける換気金物です。

・鼻隠しや破風と外壁の見切部分に取付ける換気金物です。

■製品一覧表

名称 型番 有効換気面積 ㎠ 付属品 カラー

ファイヤーストップ軒ゼロ４５ FS-NZ４５ ２３６.６ ステンレスビス×１０本
（役物用と予備の４本を含む。役物は別売りです。）

ホワイト

ダーク

ブラウン

ライト

ブロンズ

ブラック

FS-NZ６０ ２３６.６

NZD

NZI

NZJ

NZER

NZEL

NZC

ファイヤーストップ軒ゼロ６０

軒ゼロ用出隅

軒ゼロ用入隅

軒ゼロ用ジョイント

軒ゼロ用エンド右

軒ゼロ用エンド左

軒ゼロ用自在コーナーセット

サイズ mm

長さ

１８２０

１８２０

５０

５０

５０

■防火関連情報
ファイヤーストップ軒ゼロ45（FS-NZ45）は45分準耐火、ファイヤーストップ軒ゼロ60（FS-NZ60）は60分準耐火の国土交通大臣の

認定を取得しています。認定を受ける際に取付ける下地の寸法や緊結材等の条件が付与されていますので、これらの条件を満た

す様に施工して下さい。また、その他の条件については、大臣認定書別添にてご確認ください。

商品

ファイヤーストップ軒ゼロ４５
（FS-NZ45）

ファイヤーストップ軒ゼロ６０
（FS-NZ60）

－ －－

－ －

－

－

－

－

－

－

－

鼻隠し

換気金物との被り寸法
・５０以上

換気金物の見附幅

見附幅
・３７以下この商品に関するお問い合わせは、こちらまで。

■準耐火認定仕様上の注意点

●ファイヤーストップ軒ゼロ留め付け材（ビス）は、下記仕様を

　満たすように選定・施工してください。

　・寸法：φ３.８㎜×L３２㎜以上

　・留め付け間隔：３００㎜以下

　・材質：鋼製またはステンレス製

　※付属のステンレスビスを用いて、本体下孔を留め付ければ当該仕様

　　は満たされます。

●樹種や寸法は問いませんが、鼻隠し下地を設けてください。

●鼻隠しは、不燃材料で構成されたものを選定してください。

●ファイヤーストップ軒ゼロに対する鼻隠しの被り寸法は、５０㎜以上と

　なるように鼻隠しを選定してください。

●ファイヤーストップ軒ゼロの見附幅（鼻隠し裏面～外壁材表面の寸

　法）は、３７㎜以下となるように設計・施工を行ってください。

※その他指定のない項目（＊が付加された項目）については任意の仕様。

＊屋根材

＊たる木

＊軒桁

ファイヤーストップ

軒ゼロ４５/６０

＊外壁材

＊通気胴縁

＊鼻隠し下地

＊鼻隠し

＊構造用合板見付幅
37㎜以下
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■納まり図

■施工部位別部材図

軒ゼロ用

出隅

本体・軒ゼロ用

ジョイント

軒ゼロ用エンド左軒ゼロ用エンド右

本体・軒ゼロ用ジョイント

軒ゼロ用

入隅

軒ゼロ用出隅

本体・軒ゼロ用

ジョイント

軒ゼロ用出隅

本体・軒ゼロ用

ジョイント

軒ゼロ用

自在コーナーセット

軒ゼロ用

自在コーナーセット

※ケラバの施工には、軒ゼロ用自在コーナーセットを

　 ご使用ください。（対応勾配：0.5～6.5寸）

※本体に説明書を付属しています。

軒ゼロ用

自在コーナーセット

ステンレスビス×１０本
（役物用と予備の４本を含む。役物は別売りです。）

本体に説明書を付属しています。
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ファイヤーストップ
軒ゼロ留め付け材
（ステンレスビス）

・寸法　φ３.８×L３２以上

緊結材

＊鼻隠し下地留め付け材

ファイヤーストップ
軒ゼロ留め付け材
（ステンレスビス）

ファイヤーストップ
軒ゼロ留め付け材
（ステンレスビス）

※二次元コードより、
最新の取扱説明書
および施工手順動
画を予めご確認く
ださい。



ファイヤーストップ軒ゼロの取付方法

出隅 / 入隅

コーナー部

鼻隠し下地

鼻隠し下地

鼻隠し下地

軒ゼロ用出隅 軒ゼロ用入隅

コーナー部

鼻隠し下地

本体

本体

出隅役物 / 入隅役物の取付け
鼻隠し下地と外面を合わせて出隅役物または入

隅役物を設置し、付属のステンレスビスでコー

ナー部のみ取付けます。

本体の設置
出隅役物または入隅役物の内側に本体端部を

差し込み、鼻隠し下地と外面を合わせて本体を

設置します。

本体の取付け
出隅役物または入隅役物の下孔に合わせて本

体にドリルで下孔を開け、付属のステンレスビス

で取付けます。

※推奨ドリル径：φ3㎜

※全体の長さが合わない場合は、本体をカットし

　 てご使用ください。

本体（連続施工部）

本体の設置
鼻隠し下地と外面を合わせて本体を設置します。

隣り合う本体同士は約５㎜のクリアランスを設け

て設置します。

本体の取付け
本体の下孔に合わせて、付属のステンレスビス

で取付けます。

※全体の長さが合わない場合は、本体をカットし

　 てご使用ください。 本体

ジョイント

ジョイント役物の設置
本体同士のジョイント部に、右図中の説明にな

らってジョイント役物を設置します。

ジョイント役物の取付け
５㎜のクリアランス部を狙って、付属のステンレ

スビスで取付けます。

本体背面の立ち上がりにジョイ

ント背面の立ち上がりを引っか

けて被せます。

5㎜のクリアランス部

軒ゼロ用ジョイント

エンド

本体＋エンド役物の設置
本体の端部にエンド役物を被せ、鼻隠し下地と

外面を合わせてエンド役物を被せた本体を設置

します。

本体＋エンド役物の取付け
軒ゼロ用エンド

本体

軒ゼロ用エンド

エンド役物の下孔に合わせて本体にドリルで下

孔を開け、付属のステンレスビスで取付けます。

※推奨ドリル径：φ3㎜

※全体の長さが合わない場合は、本体をカットし

　 てご使用ください。
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鼻隠し仕上げ

鼻隠し仕上げ
施工済みの本体に対し、鼻隠しの被り寸法が５０

㎜以上となるように鼻隠しを仕上げます。

外壁材仕上げ

外壁材仕上げ
外壁材を仕上げます。本体と外壁材との取り合

い部には、状況に応じて適切な防水処理を施し

てください。

外装材の仕上げ方法については認定上問われ

ません。

（右図は片ハットジョイナー＋シーリング納め）

※シーリングについては、大臣認定書記載の内

鼻隠し

野地板

鼻隠し

野地板

釘またはビス

外壁材

片ハットジョイナー

　＋シーリング

取付順序

出隅/入隅 → 本体 → ジョイント → エンド
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出隅 入隅

ファイヤーストップ軒ゼロ45と軒ゼロ60の違い

熱膨張材 熱膨張材

熱膨張材

本体

5㎜


